






















  （ 4 ）外交軍事路線の重大な転換







































































































































































































































































において（1947. 5 . 6 ）、米軍の占領が「二五年から五〇年、あるいはそれ以上にわたる長期
の貸与というフィクション」のもとで継続されると述べている（豊下楢彦[2008. 7 ]『会見昭
和天皇・マッカーサー』岩波文庫、p.54）。
81） 寺崎英成[1991. 3 ]『昭和天皇独白録』文藝春秋社。
82） 同上、p.71。









































































































































































































































































































































































































98） 防衛庁編[2004. 7 ]『防衛白書-防衛庁・自衛隊発足50年を迎えて』p.78～79。（但し、近年の
防衛白書はすべて同一の文言）。
21
日本帝国主義の戦争と侵略の論理（完）（岩本　勲）
かもいかなる法的咎めも受けなかった、ということである。昭和のファシズムのひとつは、
陸軍がその則を破って積極的な政治発言と政治介入をおこない、果ては軍事的クーデタを企
ててファシズムへの先導役を果たし、誰もそれを阻止できなかったことにあった。田母神論
文は論文というには程遠い、稚拙で剽窃に満ちた雑文ではあるが、それが極右勢力の論壇や
論客にはもてはやされ、しかも、「ネット右翼」といわれる、一部の草の根の若者たちが熱
狂的にこれを支持したことは、日本の将来には極めて危険な要素が孕まれていることを示し
ている。
　とくに、世界と日本が、1929年以来の経済恐慌に見舞われ、大量の若者たちが使い捨て労
働から、さらには職を失い路頭に投げ出されている現在、若者たちの間に看過できない危険
な兆候が顕在化してきる。「丸山真男をひっぱたきたい 31歳、フリーター。希望は戦争」（『論
座』2007年 1月号）なる一文が登場した。筆者は年収150万円の若者であるが、戦前、 2等
兵で入隊してきた、超エリートの丸山真男・東京帝国大学助教授に中学校も出ていない古参
兵が繰り返しびんたを食らわす話を引き合いに出し、今や社会的底辺にいる若者たちが自ら
の地位の社会的逆転を図るためには戦争しかない、という主張である。もとより、筆者が本
当に戦争を待望しているわけではなく、一種の逆説的手法で語りたかったのかも知れないが、
いずれにせよ、社会的状況はかように切羽詰ってきている、ということである。かつて、ナ
チスが政権を得た大衆的基盤の一つは、世界恐慌とヴェルサイユ条約によって打ち虐げられ
たドイツの底辺の若年労働者たちであったことを想起することも無駄ではない。 
　今後、戦争準備とそのために過去の侵略戦争賛美というイデオロギー攻勢が繰り返し行な
われるであろうことは間違いない。だからまた、このような攻勢に抗して、絶えず戦争とは
何かという問題を繰り返し論じなければならないのである。根負けしたほうが負けである。
本論は、歴史的事実については何の新しい知見を加えたものではないが、しかし、明治元年
から敗戦、さらに自衛隊発足までを通観し、日本帝国主義の侵略主義の論理を、論者をして
語らしめた、という意味で、何らかの意味を持ちえたのではないかと思われる。
　筆者の亡き父は1944年、炎熱の西ニューギニアで飢えと病のために没し、遺骨すら帰って
こなかった。今年はそれからちょうど65年となる。彼は徴兵検査では丙種、しかも強度の近
眼で、写真で遺影をみるといわゆるラムネ瓶のそこのような厚いレンズを掛けていた。母が
語るところによれば、新聞記者であった彼は、「30歳も過ぎた、こんな弱兵を招集するよう
では日本も負けだな」なという言葉を残して1942年 7月 2日、戦場に駆り出され、筆者はそ
の翌日に生まれた。いささか場違いではあるが、本論を、内外の多くの戦争犠牲者とともに、
終生あいまみえることのなかった父へのささやかな鎮魂の書ともしたい。
 （完、2009年 2月17日）
